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乳幼児期に精神発達遅滞を示し、た子ども砂

・予後についての事例研究

脚家庭福祉研究部　権平・俊子

要約：

　乳幼児期に発達の遅れを示した子どもの場合、成人後にも障害が残るかどうか判断するのは・なかなか困難である。

乳幼児郷揖神発達に遅れがあり・ 2人以上の醐琴により・成人後も精神発達に澤れがあわ・僻として残ると判

断された3事例（男2名、女【名）につき、事例研究を行った結果、女1名は特殊教育を受け｛仕事をしている。男

2名は普通教育を受1ナて・魏私立大章生である・これらの㈱ごつき・検討を加え・乳幼脚凝の遷れを示

す子どもの対応につき検討を加えた。
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1　目的

　乳幼児期に精神発達の遅れを示した子どもの場合忙、

その遅れが個人差の範囲内であるか、生涯にわたって陣．

害が残るかどうか、を判断することは、子どもの年齢が

低いほどなかなか困難である。幼少期に障害児と判断し

両親に伝えることにより、いろいろの問題を起こすこと

も多く、新聞などにその弊害など取り上げられている。

反対に、様子を見ようとか、その中によくなるなど、い

たずらに判断することを延ばすことにより、初期の対策

を逃したり、両親が不安になり、相談機関を廻り歩いた

り、両親が悩み続けるだけで過ごしてしまい、却って親

子関係に歪みが生 じる事例がある6そこで、乳幼児期に

精神発達に遅れ奉あり・2人以上硯専門蓼によg㍉精神

発達遅滞と判断され｛生涯そめ遅れは残り障害となると

言われたv現在、120歳以上の男 2名～・女1名につき、

事例研究を行ヤ・、幼季期φ状態と球人後の状態とを比較

検討し、今暖」乳幼児期に精神発達の遅れを示す子ども

の対応にっいての対策の参考にしたいと考えている。一

豆　研究方法

　精神発達の遅れのある子どもで、2人以上の専門家に

より、幼少期に精神発逮に遅れがあり、成人しても障害

が残るだろうと予測された事例で、現在、20歳以上の

者につき、事例研究を行い、幼少期に精神発達遅滞であ

ると診断することの是非にっいて検討を加える。

lD　対象児

　幼少期に精神発逮を主訴として相談に来所し、すでに

2ヶ所以上の専門機関で、精神遅滞があり、成人しても

障害が残り ～社会で普通の生活をするのは無理だろう、

と両親に告げられた事例につき、その後、筆者が母親の

カウンセリン久子どもへの働きかけ、算数を中心とす

る月1回の母子に対する学習指導などを行い、成人過ぎ

までの変イヒ碑え酔た輸（駝名・女1名）奪対象
とした。

皿　結果

　〔事例1〕　A男、（20歳3ヶ月）

　父親の仕事で1歳8ヶ月から3歳9ヶ月迄、オースト

ラリアに在住、首のすわり3ヶ月、歩き始めは1歳であ

った。しかし、家では日本語を使っていたが、言葉が遅

いこと、新しい所に慣れにくく他家に行くとひどく泣く

など心配していた。帰国後、早速、専門機関を訪れた。

A大学病院では、　r外国での生活の影響だけではなく、

知能の発達が遅れてし）る。 普通教育け難しいだろう。」

と言われた。次に肪れた小児センターでは、自閉的傾向

があり、その上発逮の遅れもあるがら、母親ができるだ

け接触し、話しかけたり、相手をするように言われたと

いう。その後、幼児グループに参加して親子指導を受け

た。就学時に特殊教育を勧められるが、両親は普通学級

を希望し入学した。勝手な行動をして授業に参加しなか

った。教育相談所に関係している小児精神科医に紹介さ

れ、診察の結果、自閉的傾向があると言われ、母親が本

児の扱い方等につき指導を受けるようになった。算数な

ど、興味のある教科時間にはある程度参加できるよう に

なった。その精神科医により、2年生の2学期に、筆者

に学習指導グループに入れて指導できないかと紹介され

てきた。7歳1ヶ月時に知能テスト（特に断らない場合

は鈴木ビネー）LQ．64、テスト態度は、勝手なことを器

す、興味のあること》数の反唱など硯は応じるが、學味

のないことだと関係のないことを謡す、内在している能

力はあるように思われた。1両親の熱心な希望で、算数を

中心とする学習揃導グループで月1回母子に対して指導

を行った。4年になり担任が本児をよく理解して適切に

扱ったので算数だけはつし・ていけるようになってきた。

国語は、漢字はよく覚えるが文章の理解は悪い。4年の

担任が6年まで受け持ったことが、本児の学校の適応に

たいへんブラスになったと考えられる・9歳10ヶ月時

LQ．69。5年時の学校評価（3段階）は、国語1、算数

2、理科2、社会2、図工2、家庭2、体育2。11歳
5ヶ月時、1．Q．77。6年時の学校評価（3段階）は、国

話2、算数3、理科2、社会2、図工2、家庭2、体育

2であった。私立中学校を受験し、入学試験で学科では

合格点をとったが、口頭試問で質問以外のことを話した

ので、会議で問題になった。母親が筆者の指導を受けて

いるので問い合わせて欲しい、と頼んだので、教頭より

筆者に電器があった。　r学科試験は合格点をとっている

が、口頭試問の際、大声で自分の言いたいことを言うの

で、驚いてしまった。会議でいろいろ意見が出て迷って

いる。面倒をみた方がよいでしょうか。」と、筆者は、

「そうおっしゃられれば、お願いしますの言葉しかあり

ません。1と答えた。　「困らた時、指導法など教えて頂

けるなら、引受けましょう。jと、合格になった。入学

後・職員室に行き・自分の話したいことを鱈していたが

どの教師もよく対応してくれたので、授業中はそう問題

になることもなく、合宿などにも参加した。面倒をみる

友達が2人位何時もいて、中学、高校6年間1日も休ま
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ず、また、入学当所に比ぺて学力的にも伸びたというこ

とで、皆勤賞、努力賞を卒業式に授与された。大学文学

部に入学し、現在2年に在学し元気に通学している。

　〔事例H〕　B男　　（22歳1ヶ月〉5》

　首のすわり5ヶ月、歩き始め1歳8ヶ月だが歩き方が

たどたどしい、視線が合わない、言葉が遅い、2歳頃か

ら話し始めたが単語7個位しか言わない、新しい洋服を

着るのを嫌がる、ということで、2歳2ヶ月時に風邪で

かかった開業医に、発育が非常に遅れている～成人して

も障害が残るだろうと言われ、びっくりして㌔J大学病

院で受診、精神発達遅滞で自閉的であると言われ、相談

に来所した。生後から丁医師に定期的に保健揖導を受け

ているが、　r子どもの発達には個人差があるから心配な

い」と、言われていたという。　（丁医師に親の了解をえ

て問い合わせた結果、精神薄弱児だと思う、母がはっき

り気付くまで言わないっもりだったが、今度話すと。）

2歳2ヶ月、乳幼児精神発逮検査、結果、D．Q．62。小児

神経科医に診察を依頼した結果、2歳3ヶ月時、運動発

達、知能発達遅滞、脳波測定の結果、異常があり投薬を

開始、母親が本児を連れて、不定期に状態を報告し、扱

い方等の助言を受けにきた（筆者担当）。3歳1ヶ月時

D．Q．65。児童館で週1回行っている3歳児グループに参

加し、皆が母親から離れて参加しているのに、ずっと本

児だけ母親と一緒であったが、6ヶ月後グルーブの終結

時には皆と同じようにやれるようになった。近くの幼稚

園に3年保育で入園、入園後、 不定期に本児を母親が連

れて来所し～本児に対して｛遊びの場面で新しい物事に

対する不安を受け入れながら、本児の興味にそいながら

根気よく、描画、鋏を使うこと、話し合い、絵本を一緒

に読んだりなどして、個人で指導していった。母親に対

しては・本児について、家以外のトイレに入らない、ニ

ットの洋服しか着ない等扱いにくいこと等の不安をよく

間き入れながら、その時期に適った扱い方を指導した。

入園後、始めは集団に入れなかったが、だんだんに、運

動会なども皆と同じように出来るようになった。5歳9

ヶ月時、D．Q． 96、語彙も増えてきたが、運動機能の発達

は遅れ、片足とびは左5歳、右7歳で出来るようになっ

た。少人数で面倒見のよい私立小学校を受験し、合格し

た。小学校入学当時は、些細なことで泣いていたが、担

任が無理をしないで扱っていたので、だんだんに慣れて

きた。放課後も、担任が一緒になって遊んでくれたので

友達との関係もできてきた。小学校入学後、当所で行っ

ている算数を中心とする学習指導グループで、月玉回母

子指導を行った。そこで、図形などの技法を教えるとと

もに文章題を用いて、機能語を習得させていくように小

学校卒業まで指導した。国語科の学習については、小学

校4年から毎日日記をつけるようにし、それについて文

章の組立て、漢字の適切な使い方等を指導した。10歳

5ヶ月時、LQ．98、6年時の学力偏差値は、算数46、

国藷57で順調な伸びを示した。私立大附属中学を受験

して合格した。その中学が入学律行った学力偏差値の全

員の平均は53である。体育の時、運動能力が劣ってい

るのが目立っと、母親が呼び出され、幼い頃からの様子

を話した ところ、．rだんだんよくなってきたのだからよ

いのではないですか、これからも努力してやっていきま

しょう。』と言われ、母親は安心したという。本児に教

師がマラソンを一緒にするなど指導して、3年生の運動

会には組体操を皆と同じようにすることが出来た。1年

から美術部に属して油絵を描き、私立学校協会賞を受賞

した。3年時、学校の成績評価（5段階）は、国語4、

数学2、社会5、理科3、英躇3で81人中58番で卒
業し、高校に進学した。・美術部に属し、2年生では部長

を務めた。3年の成績は、国誘4、数学3、社会5、英

話3で362人中146番で皆動鍵を授与され卒業し、

大学文学部に進学した。3年迄の成績は良が2個、あと

は優であった。画塾で油絵を習い、展覧会に出して入賞

している。自分の希望で、大手のえのぐ会社に就職が内

定している。

　〔事例皿〕　C子　（25歳）・

　首のすわり5ヶ月、歩き始め1歳7ヶ月、話し始め2

歳過ぎてからで、保健指導を受けている小児科に「兄、

姉に比較して、すべての点で遅いが大丈夫か。』と母親

が質問すると、　「子どもはそれぞれ発逮の状態が違うの

で、心配ない。』と言われていたが、3歳になった時に

同じ医師より、　「個人差以上の遅れがある。』と言われ

て心配になり、丁大学病院で診察を受けた結果、精神薄

弱児と診断され、将来も遅れが残ると言われ、児童相談

所でも、知恵遅れで、普通教育をするのは難しいだろう

と言われた。両親は悩んで、当相談所に来所した。3歳

15日時、乳幼児精神発達検査の結果は、D．Q．60、はめ

板に固執し、他の検査になかなか応じないなど、場面の

適応が悪いことから、週1回遊戯療法と母親のカウンセ

リングを隔週に行うことにした。本児は遊戯療法場面に

慣れてくると、だんだんにいろいろなおもちゃに興味を

示し活発に遊ぷようになっ てきた。母親は、「精神薄弱

児だと診断された時はショックであったが・よく考えて

みると、この子は神様が私達に与えて下さった試練でも

あると考え・この子に無理をさせてはいけない・一生面

倒をみていく覚悟はできてき紅。兄、姉にもそう器して

闘かせている。」と、両親共、カソリック信者であるの
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で、早くにそうした考えになったようである。4歳5ヶ

月時、LQ．62、幼稚園に入園させることを考え、統合教

育をしている幼稚園に依頼し、2年保育で入園した。入

園と同時に、本児に対する遊戯療法と母親のカウンセリ

ングは終結し、必要を母親が感じた時に、相談に来所す

ることにした。幼稚園では、該当年齢より1年下の組に

入り、遊戯などは皆と同じようにし、運動会、遠足など

にも参加した。就学にづいて、相談に来所、6歳7ヶ月

時・1．Q．69・・1年就学を猶予して～普通学級で教育する

ことを勧めるが、両親は、　rこの子に能力以上を求める

ことは、本児に負担がかかるし、親としてもたいへんで

あり、きょうだいも多いので、本児ばかりにかかりきる

わけにはいかない。本児にぱかりかかりきるときょうだ

いが反擾するようになる恐れがあるφで、本児に合った

教育をすることが一番よいことだと思うから、学区の特

殊学級に入れることにした。』と言うことで、1年生か

ら特殊学級に入級した。小学校の特殊学級では、話しが

出来て、運動能力も普通なので、ずっとリーダー的役割

を果たしていたが、 小学校卒業時の学力は、平仮名の読

み書きが出来て｛10までの足し算、引き算が出来、1

年生終了程度であったが、’身辺処理や生活をしていく上

のことは不自由なく身にっいていて、 家事の手伝いなど

は上手に出来るようになって、性格は穏やかで皆に好か

れていた。私立養護学校の中学部に入学し・高等部に進

み卒業した。ぞの後、母親の器しでは、近くの和粟子屋

（製造もしている〉仁、知恵遅れであるということを話

し、何か仕事をさせて欲しいと頼んでみたところ・簡単

な計算もできないので、店番は無理だと言われたが、簡

単な雑用などさせてみると、理解は悪いが、性格が素直

で、単純な仕事を飽きずにするので、日給、月給で雇っ

てもよいと言われた。真薗目によく働き、25歳の現在

まぞ同じ所で働いている。月に6万円程度給金をもらい

本人は喜んで毎日通勤している。

w　考察

　幼少期に精神発達の状態を判断し、予後を予測するご

とは難しいものである。幼い子どもは、精神発達検査や

知能検査を行っても、その時の気分などで検査に乗らな

い場合もあり、本当にできないのか、その時だけできな

いのか判断するのが困盤な場合が多い。

　知能指数の恒常性についてめ研究は数多いが、ターマ

ン（Ter鵬n，L，〉や鈴木治太郎のものは有名である。間隔

をおいて、同じ子に検査をした場合、1標準偏差値以内

の動揺をしないといわれている。ホンジック（Ho昭正k，H

．P．）は、間隔をおいて知能検査をした場合の相関係数を

求めているが、検査と検査との間隔が1、2年の場合に

は、非常に相関が高く、間隔が長くなるに従って相関が

低くなる傾向がある。学童期に入り、年齢が長じて行っ

た知能検査はかなりの予測性がある。幼児期に行った発

達検査の結果について、牛島義友の研究でも、相関係数

は低く、同様な傾向を示している。これらの研究の結果

から、知能指数、発達指数は7歳以後に行った結果は、

成人後の状態を予測できるが、6歳以下では、まだ、不

安定な検査結果しか得られない。7》

　幼い子どもは、成長期にあるので、養育態度や環境の

影響を受けやすく、長期の入院や親の死亡などで一過性

に精神発達が遅れてしまうことがあるので、発達検査、

知能検査の結果、発達指数、知能指数が低い場合には、

その子どもの出生状態、既往症、育てられ方、育ってき

た環境、養育状態など親から聞いてみることが必要であ

る。子どもの発達の状態はさまざまで、少し一時停止し

たようにみえたりvウォーミングアッブをしていて、急

に発逮したりすることもあるので、軽はずみに判断でき

ない。一旦・精神発達が遅れてしまった場合には・．その

子に合った養育をしていくことが、その後の精神発達に

よい影響を及ぼすものである。それには母親のカウンセ

リングが有効な場合が多い。事例1、1のように、扱い

にくい習癖のある子の場合には、親はその扱いに戸惑う

ことが多く、親子関係に歪みが生じる場合もあるので、

特に母親のカウンセリングが必要である。

　ある程度成長し小学校入学に際して、どうにか普通学

級でやっていけると思われるようになっ宅も、．入学後、、

落ちこぼれてしまい、学校生活に不適応を示すなど、い

ろいろな問題を起こす事例を経験した。特に算数は低学

年で、未習得な単元があると、その後の学習に影響し、

雪ダルマ的に理解できなくなる。そこで、 月1回、r算数

を中心とする学習指導を母子に行って効果をおさあてき

た。事例1、Hとも、この学習指導グルーブで指導して

効果をおさめ、小学校卒業時には学力面では、ついてい

けるようになり、私立中学校を受験し、合格できた。次

に、事例1、Hとも学校教育で、教師がよく理解して扱

ったことによって、よりよい成長ができたことを見落と

してはならない。子どもの成長にとって、学校教育が大

きく影響することは、誰でも認めることであって、それ

がなかなかうまくいかないことが多いが、2事例とも、

教師に恵まれたことは、 たいへん幸いであった。

　寧例皿にっいては、その子の能力以上を求め過ぎるこ

とは、情緒が不安定になる恐れがあることは、母親が述

ぺている通りである。特殊学級でリーダー的役割を果た
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して過ごしたことは、性格が穏やかで、真面目に仕事を

する素地を育てていったものと思われるが、学力が低く

日常生活を送っていく上にも困ることがあるようだが、

C子の能力に適った程度のことから、根気よく教材など

工夫していけば、学力を今少し伸ばすことができたので

はないかと，慰われる。

　乳幼児期に精神発達の遅れを示した子どもの場合、相

談を受けた者が、遅れていると判断していながら、親が

気落ちすることを気づかい、唯気休めの書葉を述ぺ、そ

の場を過ごしていくことは、両親の不安を増すだけで、

他の相談機関を廻り歩くことになる。長期間後の予測を

たてることが難しい場合には、母親にその時期の適切な

扱い方の指導や、母親の不安に対するカウンセリングを

することが必要である。事例∬のように、医学的に異常

があり、治療を必要とする場合には、早期に治療する必

要があるので、早い時期に対応するようにすることが大

切である。

　一事例，日本総合愛育研究所紀要，第15集，P，71

　～75，1979年

4）　権平俊子他，情緒障害児等の学習指導に関する研

　究第3報．教科学習と言語発達の関係，日本総合愛

　育研究所紀要，第16集，P．215～222，　1980年

5）　権平俊子他，情緒障害児等の学習指導に関する研

　究．1．発逮障害を示した男子の13年にわたる追

　跡的研究，日本総合愛育研究所紀要，第20集，

　　P．261～268，　1984年

6）　森脇要編，乳幼児心理学（第皿版），1988年，同

　文書院
7）　森脇要編，乳幼児心理学（第∬版〉，権平俊子，

　第4章乳幼児の発達と適応における問題と指導，

　　P，121～168，　1988年，同文書院

V　結語

　3事例の事例研究を行った結果、幼少期に精神発達が

遅れた子どもの場合には、

！〉幼少期に将来の見通しまでたてることは、なかなか

難しいが、両親にその現状を飴して、その時期として一

番適切な方法をとることより、親のカウンセリングなど

することが有効である。

2）子どもが扱いにくい習癖を示している場合には、特

に母親のカウンセリングが必要であり、時には子どもの

遊戯療法が有効である。

3）子どもの発達状態に応じて、その時必要な指導をす

ることでよりよく成長するよう援助することが出来る。

例えば、小学校に入ったら、学習面の指導をするなどで

ある。

4）学校教育をよりよく受けられるよう、親の了解が得

られたら援助する。

（本研究は学習指導グルーブに携わって下さった方々の

援助によるもので、ここに深く感謝します。）
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